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１．研究計画の概要 
インドシナ地域(ベトナム中部とそれに隣

接するラオス、カンボジア)の社会的弱者層
(少数民族、水上生活民、貧困世帯など)を脅
かす潜在的かつ緩慢に進行するハザード(「緩
慢なるハザード」)とそれに対する地域復元力
(レジリアンス)の実態を明らかにし、地域社
会の暮らしと安全に資する実践的対処のあ
り方を探ることを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
インドシナ地域に設定した対象地におい

て、社会生態的特徴の把握、緩慢なるハザー
ドの具体例の抽出と類型化および問題構造
の解明（例えば、慢性的な自然災害、生態環
境の劣化、土壌や水質の汚染、疾病、食のリ
スクなど）、人間活動が生態環境に及ぼすイ
ンパクトの評価、在来生業システムの変遷と
地域復元力の解明、地域社会における防災メ
カニズムの解明、少数民族社会の特性把握と
従来の援助アプローチの類型化、住まうこと
が地域復元力に果たす役割の解明、都市域で
の社会的弱者層の形成要因とハザードへの
脆弱性の評価を行なった。 
学術的な成果は、雑誌論文や学会発表に示

すとおりであるが、特筆すべき点として、研
究期間中に、日本システム農学会の一般講演
会で 3 件の優秀発表賞（北村賞）を獲得した
ことが挙げられる。 
インドシナ地域での活動展開は、「ベトナ

ム中部・山岳少数民族の伝統建築における建
設モジュールシステムの体系（挑戦的萌芽、
2009 年度、代表：小林広英）」や「ベトナム
中部カトゥ族とバナ族の伝統建築にみる建
設モジュールシステムの比較調査研究（挑戦
的萌芽、2010 年度、代表：小林広英）」、「社

会的弱者層支援と生態環境保全に向けた地
域産業形成に関する実践的研究（挑戦的萌芽、
2011 年度～2013 年度、代表：田中樹）」など
の研究へと派生し、また、研究メンバーの所
属機関による文部科学省・組織的な大学院教
育改革推進プログラム「環境コミュニケーシ
ョン・リテラシーの向上（2009 年度～2011
年度）」の獲得に貢献した。 
一連の学術成果を社会実装した事例とし

て、本研究チームのメンバーが中心となり提
案した JICA 草の根パートナー型技術協力事
業「ベトナム中部・自然災害常襲地のコミュ
ニティと災害弱者層への総合的支援（平成 22
年 10 月～平成 25 年 9 月）」が採択され、生
業多様化などを内容とする地域支援活動が
実践されている。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由）計画当初に設定した小課題に対応す
る形で、雑誌論文や学会発表、図書などを通
じて国内外への研究成果の発信を行ってき
た。また、「JICA 草の根パートナー型技術協
力事業」の獲得と実践を通じて学術成果を社
会還元している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度にあたる 2011 年度は、学術研究
から社会実装にわたる広範囲の取り組みを
以下の通り行う。 

（１）研究計画に挙げた小課題についての国際
共同研究を進める。 

（２）JICA 草の根事業などと連動して、研究成
果の社会還元を行う。 

（３）インドシナ地域の連携機関（ベトナム：
フエ農林大学、ダナン工科大学；ラオス：
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チャンパサック大学、カンボジア：王立農
業大学、王立プノンペン大学）と国際学術
組織「持続的コミュニティ開発のためのア
ジア・プラットフォーム（Asia Platform for 
Sustainable Community Development）」を
結成し、共同研究案件の立ち上げや学術成
果の発信を行う持続的な体制を整備する。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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